出羽商工会景況調査報告
[調査要領]
調査対象　：　出羽商工会地域の企業　100社（製造業24、建設業24、小売業26、サービス業26）

調査時点　：　令和4年12月、令和5年3月 ※1期（4-6期）2期（7-9期）、3期（10-12期）、4期（1-3月）
調査方法　：　企業へ調査表記入依頼及びヒアリング
※Ｄ.Ｉとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、以下により算出している

Ｄ.Ｉ. ＝【各項目の増加（上昇・好転）企業割合（％）】－【各項目の減少（低下・悪化）企業割合（％）】
【全　体】
・第3期が -17.8P、第4期は -40.7Pと総じて下落傾向にある。
・第4期の -40.7Pは今年度の調査で最も低い値であり、新型コロナウィルスの今後の状況や物価高、円安など、中小企業の先行きへ影響を及ぼす懸念材料は依然として複数存在する。
【製造業】
・第3期は -23.8P、第4期は -52.2Pと下落傾向にある。前年同月期と比較した場合第3期　-19.2P、第4期 -18.9P下落しており、先行きに対する警戒感は続いている。
・第4期の -52.2Pは今年度の調査で最も低い値であり、原材料価格の上昇など取り巻く環境は厳しい。
【建設業】
・第3期は -25.0P下落傾向にあるものの、前年同期と比較した場合 +2.3Pで推移しており、持ち直しの傾向がみられた。
・転じて第4期は -29.4Pまで下落し、前年同期と比較しても -6.7Pで推移しており物価高騰による厳しい市場環境が続いている。
【サービス業】
・前年同期比と比較し第3期は　0.0Pで　20.8Pのプラスに転じ、回復への期待感が伺える。

・第4期は -41.7Pと下落に転じたものの、前年同期と比較して見ると +8.3Pと持ち直しの傾向が見られ、回復への期待感は膨らんできているのではないか。
【小売業】
・前年同期と比較し第3期は -39.2Pから -31.8P、第4期が -76.2Pから -57.1Pと回復した。
　・一方で、第2期調査からの下落幅は増加傾向にあり、警戒感は強まっている。
	12月調査（第3期）
前期（7月‐9月）と比べて今期（10月‐12月）の業況は
	3月調査（第4期）
前期（10月‐12月）と比べて今期（1月‐3月）の業況は

	区分
	製造業
	建設業
	小売業
	サービス
	全体
	区分
	製造業
	建設業
	小売業
	サービス
	全体

	好転A
	14.3
	0.0
	18.2
	12.5
	12.2
	好転A
	4.3
	11.8
	0.0
	8.3
	7.0

	不変B
	47.6
	75.0
	31.8
	75.0
	57.8
	不変B
	39.1
	47.1
	42.9
	41.9
	45.3

	悪化C
	38.1
	25.0
	50.0
	12.5
	30.0
	悪化C
	56.5
	41.2
	57.1
	50.0
	47.7

	DI

(A-C)
	-23.8
	-25.0
	-31.8
	0.0
	-17.8
	DI

(A-C)
	-52.2
	-29.4
	-57.1
	-41.7
	-40.7


景況判断「ＤＩ」全業種及び業種ごとの推移
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